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エピソード 4 ：ヒロキだけを責めるマイ 
ヒロキ(6 歳 3 か月)が担任保育士に縄跳びをし
まう時の結び方を教えてもらっている時に（エピ
ソード 5 参照）、ヒロキと同じ給食グループのマ





























と、ヒロキはサツキ(6 歳 7 か月)の後ろに並ぶ。
すると、後からやってきたテツヤ(6 歳 1 カ月)が
ヒロキに「危ない！」と言い、ヒロキはテツヤの
後ろに下がる。 
エピソード 2 ：失敗をヒロキに転嫁するアキラ 
アキラ(6 歳 10 か月)がテラスに置いておいた
水が入ったカップのうち、氷が張ってあるアヤメ
(6 歳 2 か月)のカップを保育室に持ってくる。
カップから氷を取り出し、水道の前で触っている
様子をヒロキ(6 歳 3 か月)が傍で見ている。アカ








(6 歳 7 か月)に見せに行く。 
エピソード 1 ：アキラを笑うヒロキ 
ヒロキ(6 歳 3 か月)、アキラ(6 歳 10 か月)、リ
































































給食準備中、ヒロキ(6 歳 3 か月)がスキップを















(6 歳 2 か月)から反時計回りに「１、２、３・・・・」
と子ども達の頭を触りながら数えていく。7 番目
はヒロキ(6 歳 3 か月)。担任保育士はヒロキの前
で止まり「････７。はい、鬼お願いします、最初。」
と言ってヒロキの椅子を引き、立つように促す。




ヒロキ(6 歳 3 か月)は一周して戻ってくると、
テツヤ(6 歳 1 カ月)の傍へ行き、「テツヤ君、速く
回して跳ぶから見てて」と言って跳んで見せる。
しかし、テツヤはあまり関心がなさそうである。






エピソード 6 ：ヒロキにだけ投げつけるチサ 
チサ(6 歳 7 か月)が、クラスの子の名前を呼び
ながら連絡帳を手渡しで返している。しかし、ヒ



































観察は、介入開始約 2 週間後に 2 回（17 日後と 19



























アキラ(6 歳 10 か月)は駆け足跳びをしてから



















































































ヒロキ(6 歳 4 か月)は、アキラ(6 歳 10 か月)が
郵便ごっこでハガキを書いている横に座り、アキ
ラを見ている。向こうでリナ(6 歳 5 か月)が「ヒ
ロキーヒロキーヒロキ！」と叫んで、ヒロキを呼













ケシ(6 歳 6 か月)がヒロキとリナの所へ、笑顔で

































けることになるが、その最中にヒロキ(6 歳 4 か
月)はその場をくるくる回り「フフ」と声を上げ
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ヒロキ君、修了式後も、毎日、保育所に来てい
ました。ヒロキ君にとって、最後の保育所で過ご
す日となった今日、ヒロキ君の保護者の方から、
お手紙をいただきました。保育所が大好きで、楽
しく行くようになったこと、担任の先生へのお礼
の手紙でした。ヒロキ君にとって、保育所が楽し
い場所であったこと、嬉しく思いました。 
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